
＜クラブ評価＞

No 項目 内容

1 育成支援
安全に活動できる環境整備に努め、個々の特性を伸ばしながら、
楽しく集団活動を送ることができるよう支援する。

2
配慮を要する子どもへの
対応

保護者・学校・関係機関・職員間の連携を密にする事により、児童
に寄り添った支援をしていく。

3 運営体制
法令・市運営基準に沿って適切に運営できるよう、職員の質の向
上、活動・環境整備に努める。

4
学校及び地域・保護者との
連携

年2回以上の学校との連絡会の実施、地域ボランティアの方々との
交流、お迎え時の保護者との交流を積極的に行う。

施設及び設備・衛生管理
及び安全対策

毎月一回の施設安全点検、火災・洪水・地震・不審者、各種避難訓
練、毎日のアルコール消毒による清掃を必ず実施している。

訓練実施回数  12回

質の向上
職員研修には、積極的に参加する。
毎日の職員ミーティングにより児童をよく知り個々に寄り添った支
援に努める。

1人当り研修参加回数  2.3回

青少年の健全育成に向け
た取り組み

高校生・大学生ボランティアの受け入れ。
小松高校英語部による英語絵本の読み聞かせ

フローラルこまつ推進団体  ○

ボランティア活動実施回数  1回
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